放射線量が普段より高い地域でボランティア活動する場合について
　避難勧告地域以外の地域については、直ちに健康に影響のある放射線量ではありませんので、他の地域での通常のボランティア活動と同様で差し支え有りません。ただし、放射線の被ばく量は、多いよりは少ないに超したことはありませんので、簡単に実行できることについては、心がけた方が良いでしょう。大まかには、花粉症対策を基本にして考えると良いでしょう。
○雨に濡れない
　雨が降ってきた時には、事故防止の意味も含めて、原則として屋外での片付け作業はしません。また、状況調査や交通整理等の屋外での活動の場合には、傘や合羽を使うなどして、ずぶぬれになることを避けます。

○マスクを使う

　ホコリを吸い込むことによる肺炎なども心配されますので、活動中はマスクをして、ホコリを吸い込まないようにします。

○ホコリを室内に持ち込まない

　室内の、食事、休憩、睡眠を取る場所に、なるべくホコリを持ち込まないようにします。具体的には、片付けや外での活動の時には、上着を着て帽子をかぶるようにします。作業が終わって、帰ってきた時には、建物の入り口で、上着や帽子を脱いで、また靴を脱ぐか、泥を落とします。

○ホコリが口に入らないように、

　外から帰ってきた時、また食事や飲み物を飲む前には、手を洗うか、ウエットティッシュで手をきれいに拭きます。うがいをしたり、顔を洗ったりするのも良いです。
○着替えと入浴

　ライフラインが復旧している場所で、可能であれば、風呂やシャワーを使い、また着替えをして寝るようにすると理想です。
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